
（案） 

令和６年９月 20日 

内閣府政策統括官(防災担当) 

令和６年度 大規模地震時医療活動訓練について 

大規模地震が起きたときには、負傷者が大量に発生することが懸念されます。 

そのため、被災地における医療活動や被災地外への負傷者の搬送等について、

毎年度、国や地方公共団体等の関係機関が連携して、組織体制の機能と実効性を

検証するとともに、相互の協力の円滑化を図るための訓練を行っています。 

今年度は、以下のとおり、総合的な実動訓練を実施します。 

１ 訓練の概要（別紙参照） 

実  施  日：令和６年９月 27日（金）・28日（土） 

訓 練 想 定：首都直下地震により、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県に甚大な

被害が発生 

参加機関等：内閣官房、内閣府、警察庁、消防庁、厚生労働省（ＤＭＡＴ事務局

含む）、国土交通省、海上保安庁、防衛省 

国立研究開発法人防災科学技術研究所、国立研究開発法人宇宙航空

研究開発機構、日本赤十字社、東日本高速道路株式会社、中日本高

速道路株式会社 

埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、石川県 等 

２ 主な訓練項目 

（１）ＤＭＡＴの参集・活動訓練

・ 本部の設置・運営、各被災都県への配分等の図上訓練

・ 参集、地域医療搬送、医療活動等の実動訓練など

※ ＤＭＡＴ：Disaster Medical Assistance Team、災害派遣医療チーム。大地震等

の災害時に被災者の生命を守るため、被災地に迅速に駆けつけ、救急

治療を行う、厚生労働省の認めた専門的な研修・訓練を受けた災害派

遣医療チームです。 

（２）地域医療活動訓練

・ 埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県それぞれで実施

・ 保健医療福祉調整本部の設置・運営や地域医療搬送訓練など

※ 地域医療搬送：地方公共団体や病院が、各防災関係機関の協力を得て、ヘリコプ

ター、救急車等により患者を搬送する医療搬送のことです（県境

を越えるものを含み、広域医療搬送（後述）を除きます）。



（３）広域医療搬送訓練

・ 被災地内ＳＣＵ（入間基地）から重症患者を被災地外ＳＣＵへ航空搬送

※ 広域医療搬送：国が各機関の協力の下、自衛隊等の航空機を用いて、患者を被災

地内の航空搬送拠点から被災地外の航空搬送拠点まで航空搬送

する医療搬送のことです。 

※ ＳＣＵ：Staging Care Unit、航空搬送拠点臨時医療施設。患者を航空機で搬送

するために、症状の安定化を図り、搬送を実施するための救護所として、

被災地及び被災地外の航空搬送拠点に設置される施設のことです。 

３ 問合せについて 

次の区分により、それぞれ下記の問合せ先へお願いします。 

① 訓練概要のうち

・ ＤＭＡＴの訓練内容等： 厚生労働省ＤＭＡＴ事務局 

・ 都県の訓練内容等： 各都県担当課 

・ 広域医療搬送の訓練内容等： 内閣府政策統括官（防災担当）付 

② 大規模災害時の医療体制・制度等： 厚生労働省医政局地域医療計画課

③ その他： 内閣府政策統括官（防災担当）付 

＜問合せ先＞ 

１ 内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（地方・訓練担当）付 

楮本 元 TEL 03-3503-2236(直通) 

２ 厚生労働省医政局地域医療計画課災害時医師等派遣調整専門官 

赤星 昂己 TEL 03-3595-2185(直通) 

３ 厚生労働省ＤＭＡＴ事務局(独法国立病院機構本部ＤＭＡＴ事務局) 

市原 正行 TEL 042-526-5701(直通) 

４ 埼玉県保健医療部医療整備課 

TEL 048-830-3643

５ 千葉県健康福祉部医療整備課 

TEL 043-223-3879

６ 東京都保健医療局医療政策部救急災害医療課 

TEL 03-5320-4445

７ 神奈川県健康医療局保健医療部健康危機・感染症対策課 

TEL 045-285-0656



別紙
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